




















要約:この研究は、1988 年に沖縄県宮古伊良部島の小中高校生を対象に開始され、1991 年

(第二回目)、1994 年(第三回目)に継続して実施されている。分析対象は、1994 年 4 月現

在で伊良部町在住の高校生 255 人(男子 96 人、女子 159 人)であり、3 回の調査を全て受

診したのは 244 人(96%)である。本研究では、身長の伸び率のピーク時(身体発育量のピー

ク)、及び第二次性徴の発現時(男子は変声時、女子は初潮発来時)という身体成長・性成

熟の段階を一致させ個人差を補正することで、思春期の体格の変化をより正確に検討する

ことを試みた。

今回の結果より、伸び率のピーク時、又は第二次性徴発現時の 4年前に体格の大きい小児

は、体重増加のピークが、身長増加のピークより早く現われた。その他の小児では、身長

と体重のピークが一致していた。体格指数によって過体重児をふるい分け、さらに就学前

からの体重増加のパターンを検討することは、肥満のリスクを抱える小児の早期発見に有

効だと考えられる。そして、この様な小児のライフスタイルに目を向け、問題点があれば

それを是正していけるよう働きかけることが不可欠である。


